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☆でできる数をなるべく大きくするためには、

まず、(ア),(イ)の部分をそれぞれ正にし、その中で(ア),(イ)のそれぞれが最大に
なるものを選べばよい。

(ア)の部分が正になる候補は、
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であるが、この中で数が大きいのは③である。

従って、②と③を組み合わせたとき☆でできる数は最大になり、
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(3) ☆でできる数をなるべく小さくするために、(2)の(ア),(イ)の部分それぞれを

負にし、その中で(ア),(イ)のそれぞれの絶対値が最大のものを選べばよい。

(2)の(ア)の部分が負になる候補は、
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であり、このうち絶対値が最大のものは、⑥である。

(2)の(イ)の部分が負になる候補は、
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であり、このうち絶対値が最大のものは、⑦である。

よって、☆でできる数で最小のものは、⑥⑦より、
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